
島根大学医学部
島根県立大学出雲キャンパス
社会医療法人仁寿会加藤病院

・プログラムの立案
・運営
・評価
・効果分析

出雲大社参拝ツアーの新たな魅力作り
-科学的視点からの検証&土産品開発-

一般社団法人川本6次産業化ネットワーク

〇藤田小矢香、山下一也 島根県立大学出雲キャンパス
橋本道男 島根大学
ツーリストいずも
一般社団法人出雲観光協会

出雲大社参拝が自律神経機能検査などに及ぼす影響を科学的に検証する。それ
に基づいて観光ナビ（英語）を作成し、モニターツアーを実施し、商品化を目指す。
また、出雲の特産品にエゴマを加えることにより、付加価値を付けて新たな土産
品を開発する。
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・プログラムの立案
・運営
・評価
・効果分析

実施体制

事業者・機関名 業種 担当者
（職・氏名） 役割

一般社団法人川本6
次産業化ネットワーク

開発 事務局・樋原清史
事務局・板倉仁志

全体進行管理

島根県立大学 教育機関 看護学部
副学長・山下一也
教授・若崎淳子
講師・渡邊克俊
講師・藤田小矢香
短期大学部
准教授・籠橋有紀子

プログラムの立案、科学的検証、観光ナビ・バーチャ
ルツアー作成、土産品開発

島根大学 教育機関 医学部特任教授・橋本道
男

科学的検証

ツーリストいずも 旅行業 専務取締役・須谷厚 モニターツアー計画・実施

一般社団法人出雲観
光協会

観光 代表・今岡一朗 地元との調整



出雲地域の観光客は、出雲大社（出雲市）の「平成の大遷宮」や、広島県三次市
と松江市を結ぶ松江自動車道の全線開通などにて観光客の増加が見られたも
ののその後ほぼ横ばいの状況にある。

背景（１）



背景（１）

山陰中央新報2018年2月20日



島根県の外国人宿泊者数、都道府県別では最下位

出雲大社ではアジア系の観光客を見
る機会が増えている。

背景（２）

山陰中央新報2018年2月25日



出雲の土産品としては、すでに縁結びグッズなどは種々あるが、健
康と結びついた土産品は少ない。本事業に関連するわれわれの今
までの研究について表に示すが、エゴマの研究を行ってきた。そこで、
エゴマを出雲の土産品に加えることにより、付加価値を付け新たな
土産品を作成することとした。

本事業に関連するわれわれの今までの研究

•エゴマ油を使用した地中海式和食による軽度認知障害の認知機能への影響（山下ら）
•地域在住一般高齢者の認知機能に対するエゴマ油を使用した地中海式食事の効果（山下ら）
•認知症・うつ病予防をめざしたヒト介入試験サブ解析によるテーラーメイド栄養学の試み（橋本ら）

背景（３）



１．出雲大社参拝の科学的視点からの検証

勢溜の正面鳥居 松並木の参道の鳥居 拝殿前の銅鳥居

参拝のコース 約1時間

出雲大社参拝の自律神経系に及ぼす影響について科学的検証を行った。参拝コー
スは下図のように勢溜の正面鳥居、松並木の参道の鳥居、拝殿前の銅鳥居のコース
の往復である。
測定風景は下図に示すように電極を貼って後で処理するだけである。



【出雲大社参拝の様子】

自律神経機能検査

【歴博散歩の様子】



起立と心身反応における参
拝前後の自律神経活動の
レーダーチャート（左：参
拝前、右：参拝後）
測定項目において、それぞ
れ中心赤色は低下、外側黄
色は過剰、真中の青色は標
準を示す。

参拝後では自律神経機能活動が活性化し,自律神経の
バランスが改善していた。

被検者は日頃ストレスを感じている健常な看護大学4年女子学生の1例



1日目 2日目

午前

・朝食
・瞑想
・出雲大社早朝参拝(自律神経
機能検査)
・科学的検証、アンケート調査
（POMS2日本語版など）
・医師のミニレクチャーと個別
面談

午後

・ホテル到着
・自己紹介、オリエンテー
ション
・科学的検証(自律神経機能
検査など)、アンケート調査
（POMS2日本語版など）
・医師との個別面談
・ヨガin稲佐の浜
・夕食 薬膳料理
・アロマセラピー

・昼食後解散

【1泊2日モニターツアー】



【検査の様子】

自律神経機能検査測定

筋硬度計による筋肉硬度測定

POMS2日本語版の記入

唾液検査



【モニターツアーの様子】

薬膳料理
早朝参拝

稲佐の浜でのヨガ

瞑想



【結果】

1泊2日のヘルスツーリズム開始前・終了後のストレス
評価として，筋硬度計，唾液アミラーゼ値，唾液抗酸化
力のすべての項目で有意差はみられなかった。
自律神経機能検査では副交感神経活動が有意に増加し，

POMS2日本語版でもネガティブな感情がポジティブな感
情に変わっていた。

１泊２日のヘルスツーリズムは心身の健康維持，気分
転換に有効である。



2．新たな健康に関連した土産品(ギフト)を作成

えごまブレンド茶の開発

えごま野焼きかまぼこの開発

出雲大社ヘルスツーリズムと
しての旅行商品の開発中

エゴマを出雲の
土産品に加える
ことにより、新
たな土産品2品
(エゴマブレン
ド茶、エゴマ野
焼かまぼこ)を
開発した。



えごまブレンド茶

えごまブレンド茶について
大麦、玄米、エゴマ葉、緑茶
ロスマリン酸 990mg/100gDW含有
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血糖値の変動
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ヘモグロビンA1Ｃの変動

※ロスマリン酸 糖吸収抑制作用
境界型糖尿病（61歳）の1ヶ月の血糖値、HbA1Cの変化









3．観光ナビ(英語)の作成 ＷＥＢサイト

http://www.kawamoto6ji.jp/izumotaisha/
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・プログラムの立案
・運営
・評価
・効果分析

4．成果報告書の作成と報告会を実施

今回の事業のまと
めとして、ヘルス
ツーリズムと健康
増進、温泉の効用
など、本事業の結
果も入れて、一般
向けに左記のよう
な形で一冊の本と
してまとめた。

本事業の成果について、一般向け、旅行会社向けに報
告会を実施し、多くの意見の交換も行った。



（ビジネス面）
・出雲大社ヘルスツーリズ
ムとしての旅行商品の開
発
・新たな土産品(ギフト)を
作成
（健康面）
・出雲大社のヘルスツー
リズムとしてメンタル面に
有効

事業で得られた成果 今後のビジネス展開
ビジネス展開する上

での課題

・旅行商品の開発
・土産品の販路拡大
・成果報告書の販売拡大

・土産品の販路の拡大に
おいては未経験のために
この事業期間ではまだ十
分でない。

・えごまブレンド茶の健康
への影響について実証

まとめ


